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進捗状況報告シート
　　　（２０１１年度・大学）

　 　

対象部局

大項目

中項目
小項目

小項目

小項目

小項目

要素

 

2009 2010 2011 2012 2013

→学部独自ホームページの更新、
利用状況 A Ａ

   

→推薦入学による入学者のＧＰ
Ａ・席次 C Ｂ

   

→2013年度の編入学定員の変更 D Ｄ
   

☆

左記目標の「指標」 2009 2010 2011 2012 2013

→ 　 　 　 　 　

→ 　 　 　 　 　 　

 

３．編入学試験において優れた学生の確保を継続するため、2013年度に
向けて募集人員の変更を行う。

総合政策学部

5 学生の受け入れ

担当部局は　　　　　　　　☆印の箇所を記入してください。

進捗評価

１．広報体制を強化し、本学部に対する受験生及び社会全体からの理解
を深める。

Ⅰ．評価項目・要素と担当部局

2009年度に設定した「目標」

学生募集方法、入学者選抜方法の適切性

２．推薦入試において優れた学生の確保をさらに推進する。

要素

　　Ａ　：　目標実現のための計画や方策などを適切に実行し、目標を達成している。もしくはほぼ達成している。
　　Ｂ　：　目標実現のための計画や方策などを概ね適切に実行しているが、まだ目標は達成していない。
　　Ｃ　：　目標実現のための計画や方策などを実行しているが十分ではなく、目標は達成していない。達成にはまだしばらく時間がかかる。
　　Ｄ　：　目標実現のための計画や方策などを実行していない。当然目標は達成していない。

入学者選抜において透明性を確保するための措置の適切性

5.0.3　適切な定員を設定し、学生を受け入れるとともに、在籍学生数を収容定員に基づき適正に管理しているか。
収容定員に対する在籍学生数比率の適切性

　　本項目において、2009年度～2013年度の中期的な「目標」と「指標」を次のとおり設定し、毎年度進捗状況の評価を行っている。

要素

　  進捗評価はA～Dの４段階とし自ら評価した。A～D評価は目安として次のようなものである。

5.0.1 学生の受け入れ方針を明示しているか。

要素

　《目標・指標》

求める学生像の明示

当該課程に入学するにあたり、修得しておくべき知識等の内容・水準の明示

障がいのある学生の受け入れ方針

5.0.2 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。

定員に対する在籍学生数の過剰・未充足に関する対応

5.0.4　学生募集および入学者選抜は、学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に実施されているかについて、定期的に検証を
行っているか。

　

Ⅱ．自己点検・評価（2010.5.1～2011.4.30の進捗状況報告）

左記目標の「指標」

2010年度以降に設定した「目標」
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　《現状の説明》　　※　全小項目について記述が必要

その他

　《評価指標データ》

　　　（特定指標データ）本項目は数量的なデータによる評価（現状分析）が可能なため、次のとおり指標を定め経年比較している。

☆

（説明）アドミッションポリシーに基づいて学生の受け入れを行い、障害のある学生も積極的に受け入れているが、入学にあ
たり修得しておくべき知識の内容・水準の明示については、入試形態によっては不十分なものがある。

（説明）収容定員に対する在籍者の比率は2011年4月時点で1.03倍であり、適正に管理している。

小項目5.0.1
（受け入れ方針）総合政策学部は、ヒューマン・エコロジーの学問的枠組を取り入れた学際的・複合的なアプローチによっ
て、地球規模で広がる諸問題の解決に取り組むことを目標としている。これを実現するために、多様な入学者選抜の方法を採
用し、様々な能力と適性を有した学生を幅広く受け入れることを方針としている。

（方針の有無）　いずれかにチェックしてください。　→→→→→→→→→→→

5.0.2 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。

5.0.1 学生の受け入れ方針を明示しているか。

（説明）入試制度検討委員会において、入学者数確定後に募集・選抜段階の問題点をそれぞれ検討し、次年度の学生募集・入
学者選抜に反映させている。

（明示の有無）　いずれかにチェックしてください。　→→→→→→→→→→→→→

小項目5.0.3
5.0.3　適切な定員を設定し、学生を受け入れるとともに、在籍学生数を収容定員に基づき適正に管理しているか。

小項目5.0.4

5.0.4　学生募集および入学者選抜は、学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に実施されているかについて、定期的に検
証を行っているか。

（検証の有無）　いずれかにチェックしてください。　→→→→→→→→→→→→→

小項目5.0.2 （説明）入学者選抜にあたって選考基準を設け、複数教員による審査を実施して、審査員による偏りがないよう配慮してい
る。

検証している 検証していない

方針を設定している 方針は設定していない

明示している 明示していない

単位 2007 2008 2009 2010 2011 備　考

指標1 入学定員 名 480 480 580 580 580

指標2 志願者総数 人 5,989 3,970 5,319 5,223 4,351

指標3 合格者数 人 1,641 1,396 1,665 1,549 1,492

指標4 入学者数 人 498 485 619 585 562

指標5 志願者倍率 倍 12.5 8.3 9.2 9.0 7.5 志願者÷入学定員

指標6
入学定員に対する入学者数比率（5年間平
均）

倍 1.06 1.05 1.06 1.07 1.01 入学者数÷入学定員

指標7 入学者に占める一般入試入学者の比率 ％ 49.4% 54.2% 61.1% 54.0% 52.1%
一般入試入学者数÷入学者数

（注）一般入試にセンター入試を含む

指標8 収容定員 名 2,020 2,020 2,120 2,220 2,320

指標9 在籍学生数 人 2,143 2,134 2,277 2,325 2,398

指標10 収容定員に対する在籍学生数比率 ％ 106.1% 105.6% 107.4% 104.7% 103.4% 在籍学生数÷収容定員

指標11 編入学生数 人 81 60 56 73 78
編入学定員がない学部でも、編入学生がい

れば記入する。※その場合は（）で記入

指標12 編入学定員 名 100 100 100 100 100

指標13 編入学定員に対する編入学生数比率 ％ 81.0% 60.0% 56.0% 73.0% 78.0%

指標14 学部・学科ごとの退学者数 人 23 24 18 19

※指標11…編入学定員を持たない学部の編入学生数は（）で記入

【総合政策学部】
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☆

◎効果が上がっている事項    ※目標の進捗評価が「A」の場合は必ず記述してください。

小項目5.0.1

小項目5.0.2

小項目5.0.3

小項目5.0.4

その他

小項目5.0.1

小項目5.0.2

小項目5.0.3

小項目5.0.4

その他

◎改善すべき事項　　　 ※目標の進捗評価が「Ｄ」の場合は必ず記述してください。

小項目5.0.1

小項目5.0.2

小項目5.0.3

小項目5.0.4

その他

小項目5.0.1

小項目5.0.2

小項目5.0.3

小項目5.0.4

その他

☆
その他

（自由記述）

【点検・評価】＆【次年度に向けた方策】

入試形態別志願者数、受験者数、合格者数、入学者数と割合【大学基礎データ】

地域別志願者数、受験者数、合格者数、入学者数と割合

《点検・評価（１）》効果が上がっている事項　　　注）出来るだけ内容を裏付ける客観的根拠を記述してください。

科目等履修者の入学者数

聴講生の入学者数

【点検・評価　（２）】改善すべき事項　　　　　注）出来るだけ内容を裏付ける客観的根拠を記述してください。

◎自由記述

　

編入学試験の募集人員変更は2013年度に実施予定のため、変更案の検討のみ行った。

☆

☆

追加データがあれば追加してください。

（その他の指標データ）

2010年度から学部独自ホームページを本格的に運用し、学生の受け入れ方針などの情報を明示している。また、ホームページ
内ブログ投稿数は2528（2011年3月25日時点）に達しており、教員や学生によって頻繁に更新され利用されている。

　

【次年度に向けた方策（１）】伸長させるための方策　　　　　　　　　　　　　　注）出来るだけ手順や方法を明確にするなど行動計画を具体的に記述してください。

☆

　

ホームページを中心とした学部情報の発信に努め、特に一般入試志願者数の増加を図る。

　

《次年度に向けた方策（２）》改善方策　　　　　　　　 　 　  　　　　　　　　注）出来るだけ手順や方法を明確にするなど行動計画を具体的に記述してください。

☆

「編入学定員に対する編入学生数比率」の推移を注視し、2013年度の実施に向けて検討を継続する。
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Ⅲ．学内第三者評価 
＜評価専門委員会の評価＞

○小項目5.0.3
　基盤評価：「【学士】学部における過去５年の入学定員に対する入学者数比率の平均が1.00である（※）」
　　　　　　　　※【定員超過の場合の提言指針】
　　　　　　　　≪実験･実習を伴う分野(心理学、社会福祉学に関する分野を含む)≫
　　　　　　　　1.20以上：努力課題
　　　　　　　　1.25以上：改善勧告
　　　　　　　　≪医学･歯学≫
　　　　　　　　1.00以上：努力課題
　　　　　　　　1.05以上：改善勧告
　　　　　　　　≪上記以外の分野≫
　　　　　　　　1.25以上：努力課題
　　　　　　　　1.30以上：改善勧告
　　　　　　　　≪未完成学部≫
　　　　　　　　いわゆる「届出設置」の場合は、前身となる学科等の状況を勘案するなど、条件に応じて判断する。

　　　　　　　　※【定員未充足の場合の提言指針】
　　　　　　　　≪全て≫
　　　　　　　　0.9未満：努力課題
　　　　　　　　0.8未満：改善勧告
　　　　　　　　≪未完成学部≫
　　　　　　　　定員超過の場合の提言指針に準じる。

　　　　　　　「【学士】学部における収容定員に対する在籍学生数比率が1.00である（※）」
　　　　　　　※【定員超過の場合の提言指針】
　　　　　　　　入学定員に対する入学者数比率に関する提言指針（上記）に準ずる
　　　　　　　　（なお、定員の超過が留年者数の増加によるものである場合は、その事情を考慮する）
　　　　　　　※【定員未充足の場合の提言指針】
　　　　　　　　入学定員に対する入学者数比率に関する提言指針（上記）に準ずる。

○小項目5.0.3
　基盤評価：「【学士】学部における編入学定員に対する在籍学生数比率が1.00である（※）」
　　　　　　　　※【定員超過の場合の提言指針】
　　　　　　　　≪未完成学部を除く全て≫
　　　　　　　　1.30以上：努力課題
　　　　　　　　≪未完成学部≫
　　　　　　　　1.３0以上：努力課題としては提言しない。ただし、概評において指摘する。
　
　　　　　　　　※【定員未充足の場合の提言指針】
　　　　　　　　≪未完成学部を除く全て≫
　　　　　　　　0.7未満：努力課題
　　　　　　　　≪未完成学部≫
　　　　　　　　0.7未満：努力課題としては提言しない。ただし、概評において指摘する。
　
　　　　　　　「【修士・博士・専門職学位課程】部局化された大学院研究科や独立大学院などにおいて、在籍学生数比率が1.00である」

○小項目5.0.4
　基盤評価：なし
　達成度評価：「検証を実施する体制を整備し、責任を明確にするなどしたうえで、学生の受け入れの適切性について、恒常的かつ適切に
検証を行っている」
　
○小項目5.0.1～5.0.3
　達成度評価：「学生募集、選抜の実施状況等は、公正・適切なものである。（評価に当たっては、当該大学の説明・証明から、下記のこ
とが明らかであるかに留意する。）
　・学生の受け入れ方針と、学生募集、選抜の方法等の整合性
　・学生の受け入れを適切に行うための必要な体制の整備

【学外委員】
○学部独自のホームページの構築による広報強化の施策は、学内の新しい取り組みとして注目されるところです。
○編入学生数が比較的多い点にも注目するところであり、そこでのメリット・デメリット等の蓄積を明確にしていくことで、他学部にも展
開できると考えられます。
○目標に掲げられている、推薦入試の現状について言及してください。

【学内委員】
○定員管理が適切に行われ、すぐれた学生の確保に対する努力がつねに行われていることは評価できます。入学学生の在籍管理を入試制度
に反映させる努力が行われることが期待されます。また、編入学生を将来的にどのようにするのかということの方針の明示が求められま
す。
○外部からの評価の現れだと思います。今後もこの評価を続けるよう努力が期待されます。
○アドミッション・ポリシーは、説明されているように、入学にあたり修得しておくべき知識の内容や水準を明示する必要があります。
○編入学定員に対する在籍学生数比率についても留意してください。
○小項目5.0.2については、要素や大学基準協会の留意すべき事項に沿った説明が求められます。

【大学基準協会：評価に際し留意すべき事項】
○小項目5.0.1
　基盤評価：「理念・目的、教育目標を踏まえ、求める学生像や、修得しておくべき知識等の内容・水準等を明らかにした学生の受け入れ
方針を、学部・研究科ごとに定めていること」「公的な刊行物、ホームページ等によって、学生の受け入れ方針を、受験生を含む社会一般
に公表していること」
○小項目5.0.2
　基盤評価：「学生募集、入学者選抜の方法が、受験生に対して公正な機会を保証し、かつ大学教育を受けるための能力・適性等を適切に
判定するものであること」
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Ⅳ．学内第三者評価の評価結果を受けての追加記述

☆
なし
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